
　

一
般
会
計
は
、
市
の
仕
事
を
行
う
た
め

の
基
本
的
な
経
費
に
つ
い
て
の
会
計
で

す
。

　

こ
の
会
計
の
平
成　

年
度
１
年
間
の
収

２２

入
は
、　

億
５
千　

万
円
、
支
出
は　

億

４５６

１０２

４４７

４
千　

万
円
で
、
差
し
引
き
で
９
億　

万

８１６

２８６

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
剰
余
額
に
は
、

平
成　

年
度
の
事
業
に
も
継
続
し
て
使
う

２３

５
千　

万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ

４９５

れ
を
差
し
引
く
と
実
質
的
な
剰
余
額
は
、

８
億
４
千　

万
円
に
な
り
ま
す
。

７９１

　

平
成　

年
度
の
決
算
を
前
年
度
と
比
較

２２

す
る
と
、
収
入
が　

％
、
支
出
が　

％
そ

３.４

４.６

れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。

　

市
債
は
、
市
が
公
共
事
業
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
に
借
り
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

　

市
債
残
高
は
、
一
般
会
計
で
前
年
度
末

と
比
較
す
る
と
、　

億
５
千　

万
円
減
少

１１

６２３

し
、　

億
３
千　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

４７６

４７０

　

ま
た
、
返
済
金
の
一
部
を
国
か
ら
の
交

産市税の負担状況（平成２２年度）

８５億７,７２０万円金 額

９５,５４６円１ 人 当 た り

２０２,８３８円１世 帯 当 た り

人　口　　８９,７７０人
世帯数　　４２,２８６世帯
（平成２３年３月３１日現在）

　
市
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
を
１
区
切
り
に
し

た
会
計
年
度
ご
と
に
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
、
入
っ
て
く

る
お
金
（
歳
入
）
と
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か（
歳
出
）
を
決
め
る

予
算
を
組
み
立
て
、
議
会
の
議
決
を
受
け
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
年
度
の
最
後
に
歳
入
と
歳
出
、
預
金
や
借
金
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
決
算
を
行
い
、
議
会
の
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
一
般
会
計
を
中
心
に
そ
の
決
算
の
内
容
や
財
政

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4平成24年2月   　　　　　　　

平
成
　
年
度

２２

決
算

決決
 算算

一
般
会
計
の
状
況

市
の
借
金
で
あ
る

市
債
の
状
況

使用料及び手数料
６億６,５７１万円（１.５％）
　市営住宅の家賃、証明書の交付手

数料など

分担金及び負担金
６億５,１４１万円（１.５％）
　保育料、学校給食費など

一般会計 歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入歳入
４５６億５,１０２万円

市市税税
８５億７,７２０万８５億７,７２０万円円（（１８.８％）１８.８％）
　市民税、固定資産税な市民税、固定資産税などど

地方交付地方交付税税
１５７億１,４９６万１５７億１,４９６万円円（（３４.５％）３４.５％）
　国国（国税（国税））などからの交付などからの交付金金

国庫支出国庫支出金金
７７４億４,３６７万４億４,３６７万円円（（１６.３％）１６.３％）
　使い道を特定された、使い道を特定された、国国からから

の補助金なの補助金などど

市市債債
４４６億３,０５０万６億３,０５０万円円（（１０.１％）１０.１％）
　長期的な借入長期的な借入金金

その他の依存財源
４１億１,２８２万円（８.９％）
　各種事業に対する交付金など

その他の自主財その他の自主財源源
３３８８億５４７５万億５４７５万円円（８.４（８.４％）％）
　寄附金、市有財産の貸付料な寄附金、市有財産の貸付料などど

付
税
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
良
質
な
市
債

の
借
入
れ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
な

ど
、　

あ
る
基
金
の
平
成　

年
度
末
残
高

２３

２２

は
、　

億
８
千　

万
円
で
、
前
年
度
末
の

１３４

１０２

残
高
と
比
較
す
る
と
、
１
億
３
千　

万
円

６３８

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
度
決
算
に
お
け
る

２１

剰
余
金
を
積
み
立
て
た
も
の
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
は
黒
字
決
算
と

２２

な
っ
た
た
め
、
財
政
調
整
基
金
は
使
用
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
経
済
の
動
向
は
、
回
復
の
兆
し
を

見
せ
て
い
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
地
方

経
済
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
実
感
は

薄
く
、
依
然
と
し
て
企
業
収
益
や
雇
用
情

勢
の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
の
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
極
め
て
先
行
き
が
不
透
明
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
も
、
厳
し
い

経
済
情
勢
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
市

税
収
入
の
減
少
な
ど
、
歳
入
の
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成　

年
度
の
予
算

２２

�市債の残高（平成２２年度末）

現在高各　会　計

４７６億３,４７０万円一 般 会 計

１３億８,２３９万円特 別 会 計

８,２７３万円公共用地等造成費

１億３,４２５万円公設卸売市場費

３億３,５２０万円高 等 学 校 費

３億１,４６６万円農業集落排水事業費

５億１,５５５万円駅北土地区画整理事業費

４９０億１,７０９万円合 計

�市有財産の状況（平成２２年度末）
現在高区　　　分

４９９,３８５㎡建 物

２７,７３３,６５８㎡土 地

１７,０６６,４４９㎡う ち 山 林

２２７台機械器具（ 車   両)

２３,７８８㎡
１３４億８,１０２万円

基 金

４,６８２万円有 価 証 券

７億３,５５７万円出資による権利
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安
定
し
た
財
政
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
に

市
の
貯
金
で
あ
る

基
金
の
状
況

議会費
２億５,９５２万円（０.６％）
　議会の運営

衛生費
２０億５,９３９万円（４.６％）
　ごみ処理、健康診断など

労働費
２億８,５５５万円（０.６％）
　雇用促進、勤労者福祉など

農林水産業費
１７億７,９７５万円（４.０％）
　農業・林業・畜産の振興など

商工費
９億５,９２５万円（２.１％）
　商工業の発展、観光の振興など

消防費
１１億４,７８６万円（２.６％）
　消防署の運営

諸支出金
２７億５,００１万円（６.１％）
　公社への貸し付け 一般会計  歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出歳出

４４７億４,８１６万円

黒字 ９億２８６万円
（翌年度へ繰り越し）

総務総務費費
４７億２,２０１万４７億２,２０１万円円（１０.６（１０.６％）％）
　住民票の発行などの一般的な事住民票の発行などの一般的な事務務

民生民生費費
１２６億５,３６６万１２６億５,３６６万円円（２８.３（２８.３％）％）
　児童・高齢者・障がい者児童・高齢者・障がい者　福福

祉、生活保護な祉、生活保護などど

公債公債費費
６５億７６８万６５億７６８万円円（１４.５（１４.５％）％）
　借借入金の元金と利息の返入金の元金と利息の返済済

教育教育費費
４８億７,３６２万４８億７,３６２万円円（１０.９（１０.９％）％）
　小・中学校教育、生涯学習な小・中学校教育、生涯学習などど

土木土木費費
６７億４,９８６万６７億４,９８６万円円（１５.１（１５.１％）％）
　道路・公園・市営住宅の整備道路・公園・市営住宅の整備、、

除排雪な除排雪などど



執
行
に
あ
た
っ
て
は
、「
人
に
や
さ
し
い

温
か
い
街
づ
く
り
」を
着
実
に
前
進
さ
せ
、

福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
重
点
項
目
や

優
先
的
に
対
応
す
べ
き
課
題
を
見
極
め
、

市
民
参
画
型
の
市
政
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
高
め
る
効
果
的
な
事
業
展
開
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
行
政
改
革
大
綱
」、「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
民
間
活
力
の
導

入
や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
な
が

ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
し
て
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立

す
る
た
め
の
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

▽
市
民
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業

　

市
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
に
取
り
組

み
、
市
民
と
行
政
が
連
携
・
協
働
し
た
地

域
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

町
会
連
合
会
へ
の
説
明
会
の
開
催
、
全
市

的
な
展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
し
た
。

▽
環
境
対
策
事
業

　

市
民
や
事
業
者
を
対
象
に
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
策
定
に
向
け
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

型
照
明
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
の
施
設

整
備
に
必
要
と
な
る
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

▽
道
路
交
通
確
保
対
策
事
業

　

平
成　

年
１
月
の
記
録
的
な
豪
雪
に
よ

２３

り
、
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
に
交
通
障
害

が
生
じ
た
た
め
、
運
搬
排
雪
作
業
を
集
中

的
に
行
う
と
と
も
に
、
雪
堆
積
場
を
増
設

し
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
と
地
域
の
経

済
活
動
の
停
滞
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

▽
市
民
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
重
点
に
、
健
康

相
談
や
健
康
教
室
、
訪
問
指
導
な
ど
を
通

し
て
、
市
民
自
ら
の
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
教
育
大
学
岩
見

沢
校
と
連
携
し
、
健
康
実
践
活
動
を
進
め

ま
し
た
。

▽
母
子
福
祉
事
業

　

母
子
家
庭
の
経
済
的
・
精
神
的
自
立
の

た
め
、
相
談
事
業
や
母
子
家
庭
自
立
支
援

給
付
金
事
業
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

▽
夢
ふ
く
ら
む
学
び
の
活
動
支
援
事
業

　

小
・
中
学
生
が
創
意
工
夫
の
も
と
で
取

説　　明
財政再生
基 準

早期健全化
基 準

岩見沢市指標名

　一般会計等の赤字を市税等の財源規模と比較

する割合
２０％１２.06％黒字実 質 赤 字 比 率

　一般会計のほか、特別会計、企業会計すべての

会計の赤字を市税等の財源規模と比較する割合
３０％１７.06％黒字連結実質赤字比率

　財政規模に対する借入金の返済額およびこれ

に準じる額の割合
３５％２５％１３.４％実質公債費比率

　一般会計の借入金や将来支払っていく可能性

のある負担などの割合
３５０％４５.６％将 来 負 担 比 率

　岩見沢市はいずれの指標も基準を下回っています。早期健全化基準を上回った場合は自治体で計画を立てて
自主的に、財政再生基準を上回った場合は国などの関与の下で、それぞれ財政再建することとなります

説　　明
経営健全化
基 準

会計名と割合指標名

　国民健康保険費、老人保健費、介護保険費、

後期高齢者医療費を除く特別会計と企業会計の

資金不足を料金収入の規模と比較する割合

２０％
資金不足を生じている
会計はありません

資 金 不 足 比 率

算資金不足比率（特別会計、企業会計）
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算健全化判断比率

平成２２年度決平成２２年度決算算のの
健全化判断比健全化判断比率率などをなどをお知らせしまお知らせしますす

平
成

年
度
の
主
な
事

平
成
　
年
度
の
主
な
事
業業

２２２２

安
全
・
安
心

安
全
・
安
心
でで

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
りり

人
に
や
さ
し

人
に
や
さ
し
いい

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く

　
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
りり

豊
か
な
心
を
育

豊
か
な
心
を
育
むむ

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
りり

り
組
む
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
び
考
え
る
力
や
豊

か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
を
図
り
ま

し
た
。

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
進
事
業

　

空
知
婦
人
会
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
働
く
婦
人
の
家
を
核
と
し
た
複
合
施

設
の
整
備
を
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
を
活

用
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

▽
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

　

心
身
に
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
お
よ

び
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
自
立
と
、
社
会
参
加
に
向
け
た

適
切
な
就
学
指
導
お
よ
び
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

▽
担
い
手
・
農
業
法
人
等
育
成
支
援
事
業

　

新
規
就
農
者
や
法
人
化
、
地
場
農
産
物

を
利
用
し
た
加
工
販
売
な
ど
付
加
価
値
施

設
整
備
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

▽
新
産
業
創
出
促
進
事
業

　

情
報
通
信
関
連
企
業
、
先
端
技
術
を
用

い
た
製
造
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
成

長
性
の
高
い
企
業
の
立
地
、
集
積
を
促
進

し
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に
努
め
、
雇
用

機
会
の
拡
大
や
地
場
産
業
の
振
興
を
図
り

ま
し
た
。
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問
合
先　

市
財
政
課

水道や病院など、民間企業

と同じように、料金などの

収益で運営する会計

収益的とは…年度内の経営活動の収入と、それに対応するすべての費用
資本的とは…将来の経営活動に備えて行う、施設の整備などの費用とその財源収入

差　引支　出収　入各 企 業 会 計

３億３,５２９万円１０７億５,６１１万円１１０億９,１４０万円収益的
病 院 事 業

 △７億２,９２３万円１２億１,８４０万円４億８,９１７万円資本的

　 ２億５,４４５万円１３億８,１１０万円１６億３,５５５万円収益的
水 道 事 業

△６億５,１９２万円１１億２,４０４万円４億７,２１２万円資本的

５億５,４６５万円１６億１,４８１万円２１億６,９４６万円収益的
下水道事業

△９億７,１４４万円１８億６,９７４万円８億９,８３０万円資本的

※資本的収支の赤字分については、当年度純利益などで補てんしました。【病院事業】

煙市立総合病院
４５１人　入院１日平均
１,０８５人　外来１日平均

煙市立栗沢病院
７１人　入院１日平均
７８人　外来１日平均

【水道事業】

４４,４２２戸給 水 戸 数
８９,８２９人給 水 人 口

１０,０６８,８７８逢総 配 水 量
２７,５８６逢１日平均配水量

【下水道事業】

２,３５８佐処 理 区 域 面 積
８５.５ 昏普 及 率
９８.０ 昏水 洗 化 率

１１,３６５,５５２逢処 理 水 量

差　引支　出収　入各 特 別 会 計

△２億６,９３０万円１０２億７,６４４万円１００億７１４万円国 民 健 康 保 険 費

１,３０９万円１億６,４９９万円１億７,８０８万円と 畜 場 費

△１億５,３９６万円２億８９４万円５,４９８万円公共用地等造成費

３３万円６,８１７万円６,８５０万円公 設 卸 売 市 場 費

８１万円５億５,８０９万円５億５,８９０万円高 等 学 校 費

 △２億８,８７１万円３億４,５９９万円５,７２８万円企 業 用 地 造 成 費

０円１,２６３万円１,２６３万円老 人 保 健 費

６４万円８,２５６万円８,３２０万円農業集落排水事業費

１億９,１７５万円６２億８,４８９万円６４億７,６６４万円介 護 保 険 費

△２,１６４万円１億５３５万円８,３７１万円駅北土地区画整理事業費

６９万円１１億８万円１１億７７万円後期高齢者医療費

△５億２,６３０万円１９２億８１３万円１８６億８,１８３万円合　　　計

特定の収入があり、目的ご

とに使い道をはっきりさ

せるための会計

活
力
あ

活
力
あ
るる

産
業
・
経
済
の
ま
ち
づ
く

　
産
業
・
経
済
の
ま
ち
づ
く
りり


